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E1(β版)暫定マニュアル
2003.1.10 DoGA

■ E1とは

DOGA-Eシリー ズは、基本的には従来のLシリー ズ（L1,L2,L3）をバージョンアッ

プさせ たシステムです 。現 在 、E1を開発していますが、そ れ が 終 了 す れ ば 、E2,E3

に着手します 。ですから、おおざっぱに言えば、

Ｌ１ → Ｅ１

Ｌ２ → Ｅ２

Ｌ３ → Ｅ３

とお考えください。ただ、L2の機能をE1に、L1の機能をE2にといった見 直 しも多 々

あります 。

Eシリー ズの最大の特徴は、従来のLシリー ズが個人使用のみ想定していたのに

対 し、学校の授業で使うことも想 定 しているという点です。（従 来 の 個 人 使 用 もOK）

■ 未完成の機能

2003年１月 １日 現 在 、E1のβ版は、お お よそ一通りは動いており、そのまま授 業

等で使えると思われるレベ ル で す 。ただ詰めが甘いというか、まだ詰めを行 ってい

ません。この β 版 を使 った方 々 の 声 を集めて、どのように詰めを行 うかを検討した

いと存 じます 。

そのほか、β版では以下の機能などが完成していません。

・メインメニュー ：現在のものは仮

・管理者設定モード（後 述 ） ：現在はとりあえずの状態

・ジオラマ機能（背 景 の 木 や 建 物 、地面等の3D物体を透 視 図 に 表 示 す る機 能 ）

・「生 き物 」系パーツ ：動 物 、虫 などは 完 成 。人 体 、魚 、鳥 などは今 後 。

・「基本」系パーツ ：球 、角柱などの基 本 図 形 。ほとんど未 着 手 。

・「メカ」系パーツの整理 ：軍事関係の削除などの見直し

・色 ：現在はとりあえずの状態

・サンプルデータ等 ：背 景 画 像 も増やす予定。

■ L1との相違点

基本的にE1は、マニュアル等を読 まなくても使 えるように設計されています 。しか

し、Lシリーズユーザーの場合、下手にL1の知識があるために、“L1ではこうだった

”と決めてかかって、新機能に気が付かないことが予想されます。

以下、L1とE1の主な違いを羅列しますので、ご注意ください。

１）モーションはできない

L1は、物 体 をデザインす る「パ ー ツアセンブラ」とモーションを付ける「モーション

エディタ」の２つのツールから構 成 されていましたが、E1では、パーツアセンブラ部

分 しかなく、動きは付けることがほぼできません。

これは、1,2時限の授業で、形 を作 るのと動 きを付けるのを両 方 す る余裕はないと

いう意 見 を採り入れたためです。モーションについては、E2以降になる予 定 。

（従来のLシリー ズでは、L1からL2に移行する際に、脱落者が出ていたようなので、

Eシリーズは、Lシリー ズよりステップ数を増 や し、少 しず つ レベ ル アップ す ることを

考 えています 。）
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２）管理者設定モード

Eシリー ズ で は 、先 生 等 の システム管

理 者 の み が 入 ることができる管 理 者 設 定

モードが用意されています 。

スター ト画 面 の 状 態 か ら「Al t」キ ー を

推 しながら、「O」（ゼ ロではなくオ ー ）を

押すと、この画面になります 。

ここで、

・データの保存するフォルダの指定

・表記する漢字のレベ ル

（「教 育 漢 字 1 年 」～ 「6 年 」「常 用 漢 字 」）

といった設定することができます 。

ただ、現 場 で どの ような 設 定 が 望 まれ

ているの か 十 分 把 握 で きておらず 、β 版

で は 、とりあ え ず 用 意 した 設 定 や 、別 の

用 途 の 意 味 不 明 な設 定 しか 並 ん で い ま

せん。

今 回 の β 版 の 配 布 に よって、どんな設

定が必要かの要望を集めたいと考えてい

ます 。また、現 在 は 出 来 ませんが、１台のパソコンに施した設定は、あるファイル の

コピー などで、他のパソコンも同 じ設定にするような配慮も行いたいと思います 。

３）インストラクター機能

大 部 分 の ユ ー ザ ー は ヘ ル プ など

読 まない と予 想 され るため 、各 機 能

を最 初 に 使 うときや 、ユ ー ザ ー の 進

捗状況に合わせて、１画面だけのヘ

ル プ を 表 示 す るとい うインストラクタ

ー機能を設けました。

しかし、この 機 能 は 主 に 個 人 使 用

を想 定 したもの で 、授 業 で 使 うとき

は む しろジャマになる可 能 性 もあり

ます 。

その場合、上記の「管 理 者 設 定 モ

ー ド」に お い て 、「デ フォル トで イン

ストラクター 機 能 有 効 」の前のチェックボックスを空欄にしておいてください。あるい

は 、メニューの「ヘルプ」の「インストラクター 有 効 」のチェックをは ず してください。

４）ツールバー

メニューにある機 能 で

よく使 うものを、ボタン化

（ツー ル バ ー ）しました。
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５）三面図

E1では、三面図と透視図の大きさの比率を変 えることができます 。

三 面 図 と透視図が接する画面中央の「× 」マーク（下図の赤丸）の部分をドラッグ

してください。

また、パ ー ツの移動、拡 大 、回 転 といった操作を、透 視 図 で も簡 単 に 行 うことが

できるように工夫しました。

それから、三面図上で、右 ドラッグをす ることで、各 図 面 を上 下 左 右 に ず らす こと

ができます。

６）パーツ

パーツは、いろいろ見直している途中です。

まず 、パ ー ツ一 覧 画 面 （前 ペ ー ジの「インストラクター 機 能 」の 図 参 照 ）では、従

来の「種 類 」より大 きな分 類 として「カテゴリー 」（「メカ」、「生 き物」、「その他」）を設

けました。

「メカ」カテゴリー ：従来のパーツ

「生 き物」カテゴリー ：動物、虫（人体、鳥 、魚は制作中）

「その他」カテゴリー ：角柱、球などの基本図形（制 作 中 ）

（「その他」を、「基 本 図 形 」と「その他」に分ける可能性もあります 。）

７）パーツ操作

赤 、水 色 、緑のマーカーで、パ ー ツを移 動 、拡 大 、

回 転 させ るのは従来と同 じですが、拡 大 と回 転 が 混 同

す るとい う声 が あったので、そ れ ぞ れ 矢 印 を表 示 しま

した。

ただ、この矢印がうっとうしいという意 見 もあり、現 在

習 熟 の 割 合 （延 べ 使 用 時 間 ）によって、この 矢 印 の 表

示 をなくす ようにする方向で検討しています 。
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８）パーツの再選択

従 来 、たくさん の パ ー ツをくっつけていく

と、赤いマーカー が 密 集 し、自 分 の 選 択 した

いパーツが す ぐに選べないという問 題 が あり

ました。

そこで E 1 で は 、三 面 図 や 透 視 図 で 、マウ

スカー ソルを近づけるだけで、クリックによっ

て選 ば れ るパ ー ツの色が変わります （暗い黄

色 ）。

これによって、自然な感覚で、選 択 され るパ ー ツが 簡 単 に 選 ぶ ことができます 。

また、L2で可能だったマウスのドラッグによる四角形領域で、一度に複数のパー

ツを選択する機能をE1でも使 えるようにしました。

９）パーツの色設定

ツー ル バ ー の 絵 の 具 の ボ タンによって、E1でもL2のように パ ー ツ毎 に 色 を設 定

す ることができます 。色の種類の中には、模様や質感がついたものもありますが、L

2のように、色 、模 様 、質 感 を任意に選択することはできません。

なお、現在の色や質感などは暫定的なもので、もう少 し色 数 を増やす予定です。

10）背景設定

L2のモーションエディタのように、背景設定ボタンによって、背 景 を選 択 す ること

ができるようになりました。

ここで選択した背 景 は 、作画時だけでなく、透 視 図 に も、また後述の簡易モーシ

ョンでも使われます 。但 し、透視図や簡易モーションでの背景はかなり画質が悪く、

またビデオボードによっては 、背 景 を設 定 す ることで、透 視 図 や 簡 易 モ ー ションの

動 きが極端に悪くなることがあります 。

11）印刷

作画した画像を印刷できます 。作画画面の下に印刷ボタンが表示されます 。

ただし、管 理 者 設 定 モ ー ドにおいて、印 刷 させ なかったり、画像の保存だけ許す

というような設 定 も可能です。

12）簡易モーション

E1では、L1のモーションエディタが無いので、制 作 した物体が動いているところ

を見 ることが出来ない…では悲しいので、とりあえず 作 った物体が動いているところ

を表示する機能を設けました。（ツールバーに簡易モーションのボタンを設定）

簡 易 モ ー シ ョン画 面

で は 、予 め 用 意 され て

い る「ま っ す ぐ」とか

「蛇 行 」といったモーシ

ョンを選 択 す ると、物

体 が そ の 動 きを行 い ま

す 。画 質 は 、L 1 の 「高

速 作 画 」並 み で す 。こ

の 画 面 で は 、透 視 図 と

同 様 に 、マ ウスの 右 ド

ラッグによって、リアル

タイムに 見 る方 向 をグ

リグリ動 か す ことができ

ます 。
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13)その他

そのほか、開発側も把握できないほど、実に細々と改善が施されています。

・任意のフォルダにデータを保存できるようにした。

・UNDO機能の強化

・「ズーム表示」や「グリッド設定」など、あまり使わない機能の削除。

等々

しかし、そんなに大きな改変ではありませんので、操作などが分からないことはまず

ないと思います 。

■ 感想・レポート

今回の改善の多くは、ユーザーの方から頂いた提案に基づいています 。とりあえ

ずE1を、現在のレベルに開発してみましたが、これ以上、どこをどうす れ ば 良 くなる

のかを判 断 す るには皆さんのご意見、ご提 案 が 必 要 で す 。特に、教 育 現 場 特 有 の

問題については、当方はまったく分かりません。

今回E1のβ版を試 用 された方々には、ぜ ひ 感 想 や 改 善 提 案 の レポー トをお 送 り

くださいますようお願いいたします 。

送り先： education@doga.jp

・バグレポートももちろん大歓迎です。バグを発 見 された場合、お手数ですが、

バグ発 生 条 件 （どういう状態から、どんな操作をすると、どうなるのか）を詳 しく

お知らせください。

・改良提案などは、誤字やパーツの不備など、どんな細かいことでも結構です。

（むしろ、あまり大規模な改変は今から難しい面があります。）

以上、よろしくお願い申し上げます 。


